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放射線スペクトルは、試料に含まれる放射性核種スペクトルの和で表されるという第 1 原理を用い、全

スペクトルデータの解析から複数核種の同時放射能分析を可能にするスペクトル定量法を開発した。従来

１F デブリ中の放射性核種分析は核種毎の峻別化学分離が必要であったが、この方法を用いることで、多

核種同時分析が可能になり、化学分離ステップを大幅に簡略化できることを示した。 
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1. 緒言 

１F デブリ中の中重領域放射性核種はβ線、γ線のみを放出するβ、γ核種と、X 線を放出する EC 核種、

これらを複数放出する核種に大別される。従来、液体シンチレーションカウンタ（LSC）により測定した

β、γ、Ｘ線スペクトルと、Ge 半導体検出器で測定したγ線スペクトルは、従来個別に解析してきた。我々

は今回、これら２種類のスペクトルデータ（B,G データ）に加え 4 台の Ge 検出器を組み合わせた多重γ線

検出装置による２次元マトリクス（GG データ）を、一括解析することで、その定量性評価を行った。 

 

2. 実験と解析 

実験は Perkin Elmer 社製 Tri-Carb 3110TR 型 LSC 装置を使用し、90Sr, 137Cs 等 16 核種の測定を行った。ま

た、AMETEK 社製 GMX40P4 型相当の Ge 半導体検出器 4 台を用いて、γ核種 8 種のγ線シングルスお

よび同時計数スペクトルデータを実測した。実測できなかった核種については、Geant4 放射線シミュレー

ション計算を行い、全 40 核種の LSC およびγ線標準スペクトルデータベースを作成した。これらの標準

スペクトルから、B, G データと、それらを組み合わせた BG, BGGG データを解析し、結果を比較した。 

 

3. 結果と結論 

主成分が 137Cs で、他の 39 核種が全て同じ 1%強度で含まれ、全放射能が 104 Bq である試料を 104 秒測定

したことを想定したスペクトルに対する B, G, BG, BGGG の SDM 解析を行い、β核種、γ核種に有利な B,G

解析に対して、BG 解析、BGGG 解析の順に定量精度が優る結果が得られた。異種データを組み合わせる利

点が確認された。定量誤差は数 10％以下で 40 核種の同時定量が可能であることがわかった。デブリ中の核

種濃度は大きく異なると予想されるため、講演においては、化学分離を併用した解析結果を紹介する。 
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